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環境科学における社会科学

• 社会科学・・・人間の作用の研究
• 環境「問題」は本来は「事象」であり、人間の解
釈・都合に過ぎない
• 人間を自然・環境・生態系の(中心ではなく)一部と
して位置付ける
• 環境との共生を考える学問分野

2Scott et al. (2016). Psychology for sustainability; Noroff University CNAP website.
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環境心理学の視点
環境と人間の相互作用を探る学問
• 建築・景観工学、人間工学、気候・気象学、自然・動物
生態学、環境リスク学、生理学、社会学、倫理学、文化
人類学、都市計画学・・・
• 自然環境の回復効果、資源循環、熱環境、廃棄物、気候
変動・・・
• リスク認知、価値観、規範意識、行動(意図)・・・
• 景観選好、居場所感、場所愛着、定住意向・・・
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社会科学・環境心理学は環境共生型まちづくりと親和性が高い
Steg et al. (2019). Environmental psychology: An introduction



環境共生型まちづくり = 学融合の「場」
• 学融合アプローチで検討する「物理的場」があることは好機会
• 異なる分野の研究結果を時空間的に重ね合わせられる

• X市
• 中心市街地、特定の街区
• 山間地域
• 日常生活圏
• 商業圏・通勤圏

• 一方で、「場」の範囲や粒度の概念、データ取得性が、分野や状況によっ
て異なることがあることに留意が必要
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環境共生型「まちづくり」
• 人のことを考える
• 人口減・高齢化をいかに考慮していくか

• 包摂性
高齢者、こども・若者、マイノリティ、自由な思考・発想

• 流動性
移住、都市集中、多地域居住
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環境共生型まちづくりと学融合
• 環境変化・制御と住民のふるまいの動体的な関係性を把
握し、「よい」形にしていく。「持続可能性」

例えば
• 地域循環経済の促進
理念、要素技術、シミュレーション、実装、社会受容、積
極層・消極層への働きかけ
• 気候変動下の人間環境
居住環境、健康リスク推計、居住可能性・意向、適応方策
的要素
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良い兆候は現実に
• データ・研究技法が急加速で進展
ビッグデータ、人流データ
社会シミュレーション、機械学習
生成AI

• 学融合のハードルは下がっている

7細田衛士(2018). 環境科学会市民公開講演会「環境科学のこれまでとこれから」講演「社会科学の視点から」

[2018年細田先生講演資料抜粋]

問題理解・心理・行動・政策個人・集団の動き
環境変化

環境変化



筑波大学 社会工学分野

社会問題の一つとしての環境問題の解決に迫る
研究成果の一例
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入費補助事業の効果検証 茨城県つくば市の補助事業を事例として. 都市計画論文集, 60(3), 1551-1558.
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レーシアを対象に. 環境情報科学論文集, 83-89.
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• Liu, X., & Kaida, N. (2026). Validating the dragons of inaction psychological barriers (DIPB) scale 
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a twin threat to decarbonisation and energy vulnerability in Japan and UK. Energy Policy, 212, 
115155.

• Nguyen, H. T. D., Kaida, N., & Tamura, M. (2025). Drivers of plastic waste reduction in island 
communities in Central Vietnam: An application of the extended theory of planned 
behavior. Resources, Conservation & Recycling Advances, 200298.

• クワン グエン ヒュー, & 村上暁信. (2024). 熱的快適性が屋外空間における滞在状態に与える影響に関す
る研究. ランドスケープ研究, 88(5), 545-550.
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環境科学の学際研究
SIP研究成果をもとに2025年会企画セッション à 学会誌特集号へ
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サーキュラーエコノミーシステムの構築

内閣府総合科学技術・イノベーション会議戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「サーキュラーエコノミーシステムの構築」（環境再生保全機構, JPJ012290）

低環境負荷プラスチック資源
循環システム構築のための環
境影響評価手法の開発
(産総研・神戸大他)

プラスチックの適切な資源循環システム構築に向けた消費者等の行動変容に係る実践的研究(地球研・浅利先生)

自治体協力回収プラスチック
の分別・供給システムの確立
(アミタ他)
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学融合のために環境科学会ができること
•年会で融合・分野交流セッションを組む
部門・分野別だけでなく、対象課題や地域で串刺し

•学生・若手会員の分野融合支援
ワークショップ、研究技法の研修、現地見学会

•学融合グループを組成して研究費を獲得
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